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受水市町村への説明



これからの私たちの取り組み方向

⚫ すそ野を広げる
➢各市町村にきちんと説明させ、県の「出前
講座」を活用して、説明の場を増やす

➢全国、世界の市民運動と連帯する

⚫ 民営化をやめる
知事を選ぶ、政
治を変える

➢県民生活を守る県政に変える
➡民営化をやめる知事を選ぶ
➡知事選挙の際、公開質問状を提出する

➢ 国民生活を守る政治に変える
➡改悪された水道法を元に戻す
➡経営基盤の弱い水道事業へ国が支援し、
持続可能な水道をつくる

➢実施契約書の内容
➢「１４種類の計画書」の内容
➡「公開質問状」「要請書」等発信

⚫調べる＆発信する

９月２５日12～13時スタンディング





➢「みやぎ型管理運営方式」（水道民営化）は、上からの広域連携とセットである

➢民営化で運営権を手にした企業は、積極的に各自治体の水道事業等の受託を進め
るだろう（受託する宮城県上工下水事業は利益率が低い）

➢現在検討されている上からの広域連携は、運営権を手にした企業にとって、競争
相手のいない格好の交渉受け皿づくりである

➢小規模水道事業者（市町村）は運営権を手にした企業のサポートを受け、事業を
委託できるので手間とコストの削減になると錯覚する（実質的な民営化で事業が
委託業者のいいなりになる）

➢最悪は「圏域単位」広域連携を上からの「垂直連携」で水道事業丸ごと独占
宮城県の水道事業がまるごと１社独占で運営されることになる極めてタチの悪い
構想 その１社が外資であったならば…

２１年２月１３日の市民講座で明らかにしたことが現実化



そして県知事の“垂直連携” 構想 ２１年６月２８日定例記者会見

村井知事 問うに語らず、語るに落ちる

➢一つの水道事業者だけではなくて、二つ三つの水道事業者を足し
合わせ大きくし、（水道事業単位を）広域化していく。これが非
常に大きな課題だと思います。（水道民営化の課題を問われ）

➢各家庭の入り口のところからダムまでを一つにする（一括して管
理運営する）というのが垂直連携ということです。

➢市町村がどうするのかということを、これからしっかりと導いて
いかなければなりません。

➢私は垂直連携のほうが効果は出るんじゃないかなと思います。これ
は２０年間の大きな課題ということで、次の方にバトンタッチした
いと思います。



上工水一体官民連携運営の検討（みやぎ型
管理運営の検討）４１ページ
２０１７年２月９日

2021.5.5河北新報



発展的広域化新たな広域化

水道事業広域化の目的変化と概念の多様化

従来の広域化

＋「民営化」目的
改正水道法

施設の一体化
管理の一体化
経営の一体化
施設の共同化

＋
情報の共有化
災害時の相互支援
研修の共同実施等

＋

２０１８年
市町村の要請に基づく要請
前置主義から、都道府県に
よるトップダウン方式によ
る広域化への転換

国の「基盤強化基本方針」と
都道府県の「水道基盤強化計
画」による広域化の推進

『水道の民営化・広域化の動向と事業構造の改編』2019年8月 「日本の科学者」

２００４年厚労省
「水道ビジョン」

２０１３年厚労省
「新水道ビジョン」



広域連携の取り組みの現状

出典：宮城県水道事業広域連携検討会 第３回（2020年3月」26日）資料２



運営権者の経営戦略とも合致
業務地域の集約化➡広域化（「実質的広域化」）

11出典：『水道事業の経営改革』2017年日本政策投資銀行地域企画部

自治体（圏域）
を順次拡大

＝バンドリング
水平連携



出典：「要求水準書（案）令和２年１２月２４日改訂版 107ページ

運営権を手に入れた企業は市町村の水道事業等を受託できる

要求水準書（案） 任意事業に関する要求水準



県の用水供給事業

市町村水道事業

統合統合

水平連携

しかし

県と仙台市の垂直連携
をどうお考えですか？
（水ネット仙台市市長
選公開質問）

郡仙台市長

「本市においては現
在のところ、新事業
者に業務の一部また
は全部をゆだねる
『垂直連携』の導入
検討を考えておりま
せん。」

（2021.7.26 回答）



上からの広域連携と「みやぎ型管理運営方式」との関係

➢ 広域連携をコンサルする㈱日水コン 宮城県の水道事業のあり方の提言

出典：「水道事業広域連携シミュレーション等調査業務委託 報告書」㈱日水コン ２０２０年３月（一部修正同年６月）

広域連携の最終落としどころは「垂直連携」
みやぎ型への移行はその前提条件づくり


